
『
史
記
』
　
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前

中
国
恩
恵
史
の
中
に
お
け
る
隠
遁
者
の
と
り
あ
つ
か
い
の
特
殊
性

は
、
彼
ら
が
王
朝
の
支
配
権
力
か
ら
無
線
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
み

か
、
む
し
ろ
そ
れ
に
対
し
て
否
定
的
で
さ
え
あ
る
の
に
、
こ
の
よ
う

な
存
在
者
が
無
視
さ
れ
な
い
の
み
か
、
各
時
代
に
賞
揚
を
受
け
て
さ

え
い
る
点
に
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
晋

の
吉
浜
の
著
し
た
『
抱
朴
子
』
の
外
清
に
お
け
る
逸
民
論
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
の
中
で
述
べ
、
中
国
の
専
制
社
会
と
隠
逸
の
特
殊
な
結

び
つ
き
を
、
経
書
と
の
関
わ
り
の
中
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し

①

て
来
た
。
そ
し
て
次
に
隠
遁
の
発
想
な
り
起
源
を
さ
ぐ
る
べ
く
『
論

語
』
に
見
え
る
隠
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
伯
夷
叔
斉
と
い
う

人
物
に
つ
い
て
の
問
題
が
派
生
し
て
来
た

伯
夷
叔
斉
の
説
話
は
、
命
を
か
け
て
信
念
を
守
り
通
し
た
人
物
の

話
、
あ
る
い
は
隠
者
の
模
範
と
し
て
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
多
く
の

人
を
魅
き
つ
け
て
い
る
。
多
数
の
伯
夷
論
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
こ

下

　

　

見

　

　

隆

　

　

雄

れ
を
如
実
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
伯
夷
叔
斉
と
い
う
人
物

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
あ
ま
り
に
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ

た
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
弊
ほ
、
先
秦
諸
子
に
登
場

す
る
伯
夷
叔
斉
に
つ
い
て
の
断
片
的
な
表
現
が
、
す
べ
て
、
こ
れ
よ

り
後
に
成
立
し
た
は
ず
の
『
史
記
』
伯
夷
列
伝
の
説
話
に
よ
っ
て
説

明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
伯

夷
叔
斉
の
説
話
が
時
代
を
越
え
て
、
『
史
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
型

の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
『
孟
子
』
か
ら
『
史
記
』
に
至
る
ま
で
の
夷
斉
説
話
の
変

形
と
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
『
論
語
』
に

見
え
る
夷
斉
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
注
釈
の
態
度
を
見
る
こ

と
か
ら
論
を
発
し
て
み
た
い
。
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『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

ヽ
一
ノ

ム（

『
論
語
』
の
中
で
伯
夷
叔
斉
を
の
せ
て
い
る
文
は
四
あ
る
。
そ
れ

は
、

田
　
子
日
、
伯
夷
叔
斉
、
不
念
旧
悪
、
怨
是
用
希
　
（
公
冶
長
）

同
　
舟
有
日
、
夫
子
為
衛
君
乎
。
子
頁
日
、
諾
。
吾
将
問
之
。
入

日
、
伯
夷
叔
斉
何
人
也
。
子
日
、
古
之
賢
人
也
。
臼
、
怨
乎
。

日
、
求
仁
而
得
仁
、
叉
何
怨
乎
。
出
目
、
夫
子
不
為
也
（
述
而
）

伺
　
斉
貴
公
有
馬
千
厨
、
死
之
自
民
無
徳
而
称
焉
、
伯
夷
叔
斉
餓
千

首
陽
之
下
、
民
到
干
今
称
之
、
其
斯
之
謂
与
　
（
季
氏
）

囲
　
逸
民
、
伯
夷
叔
斉
…
…
子
日
、
不
降
其
志
、
不
辱
其
身
者
、
伯

夷
叔
斉
与
　
（
教
子
）

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
断
片
的
な
伯
夷
叔
斉
に
つ
い
て
の
表

現
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
伯
夷
叔
斉
が
ど
ん
な
人
で
な
に
を
し
た
人
か

と
い
う
こ
と
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
逆
に
、
背
後
に
あ
る
説
話

が
ほ
っ
き
り
し
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
文
の
意
味
そ
の
も
の
も
理
解
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
一
敗
に
伯
夷
叔
斉
の
説
話
と
し
て
ま
と
ま
っ
た

か
た
ち
の
も
の
は
『
史
記
』
の
伯
夷
列
伝
に
見
え
る
の
で
、
こ
れ
に

よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
用
の
古
註
に
は

二

孔
安
国
日
、
伯
夷
叔
斉
、
孤
竹
君
之
二
子
也
、
孤
竹
国
名
也

と
い
う
し
、
初
の
古
註
に
も

孔
安
国
日
、
伯
夷
叔
斉
譲
国
遠
去
、
終
於
餓
死

と
あ
る
よ
う
に
、
孤
竹
国
の
二
子
で
あ
っ
て
、
互
に
位
を
譲
り
あ

っ
て
そ
の
国
を
出
奔
し
、
終
に
餓
死
し
た
こ
と
な
ど
が
、
背
後
に
あ

る
説
話
と
し
て
解
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
用
の
皇
疏
は

夷
斉
是
孤
竹
君
之
二
子
也
、
兄
弟
譲
国
、
遂
入
隠
千
首
陽
之
山
、

武
王
伐
紺
、
夷
斉
拍
武
王
馬
諌
臼
、
為
臣
伐
君
豊
得
息
乎
、
横
戸

不
葬
、
豊
得
孝
乎
、
武
王
左
右
欲
殺
之
、
大
公
日
、
此
孤
竹
君
之

子
、
兄
弟
譲
国
、
大
王
不
能
制
也
、
隠
於
首
陽
山
、
合
方
立
義
、

不
可
殺
、
是
賢
人
、
即
止
也
、
夷
斉
反
首
陽
山
、
責
身
不
食
用

粟
、
唯
食
草
木
而
巳
、
後
遼
西
令
支
県
祐
家
自
張
石
虎
註
蒲
坂
採

材
、
謂
夷
斉
臼
、
汝
不
食
周
東
、
何
食
周
草
木
、
夷
斉
聞
言
、
即

遂
不
食
、
七
日
餓
死

と
の
べ
て
い
る
。
皇
疏
も
『
史
記
』
の
説
話
に
よ
っ
て
解
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
最
後
の
と
こ
ろ
で
、
夷
斉
が
周
の

草
木
を
食
う
こ
と
に
さ
え
指
摘
を
受
け
て
、
志
の
清
を
ま
も
る
彼
ら

が
遂
に
餓
死
し
た
と
す
る
の
は
『
史
記
』
に
言
わ
な
い
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
は
、
後
に
も
と
り
あ
げ
る
が
、
皇
疏
が
『
古
史
考
』
の
説
な
ど
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『
史
記
』
以
後
成
立
の
夷
斉
説
話
を
変
え
て
解
し
た
た
め
で
あ
ろ『史

ぅ
。
こ
れ
ら
こ
ま
か
な
部
分
の
考
証
は
後
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、

記
』
の
伯
点
列
伝
に
は
す
で
に
『
論
語
』
の
前
引
の
本
文
が
引
か
れ

て
お
り
、
司
馬
遷
は
む
し
ろ
こ
れ
ら
も
資
料
に
し
な
が
ら
約
夷
列
伝

を
ま
と
め
あ
げ
て
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
の
文
の
成
立
に
つ
い
て
は
複
雑
な
問
題
が
存
す
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
『
史
記
』
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
ま
と

ま
っ
た
夷
斉
説
話
に
よ
っ
て
解
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
も
う
す
こ

し
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
弘
銅
器
開
』
の

こ
れ
ら
の
文
章
が
成
立
し
た
時
期
を
詳
細
に
論
定
す
る
こ
と
は
き
わ

め
て
困
難
で
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
、
成
立
し
た
時
期
に
、
注
疏

に
云
う
よ
う
な
説
話
が
す
で
に
背
景
に
存
し
た
と
は
考
え
難
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
以
下
『
史
記
』
伯
炎

列
伝
成
立
ま
で
の
夷
斉
説
話
の
変
遷
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

(二)

一
央
斉
に
つ
い
て
の
説
話
で
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
示
さ
れ

て
い
る
も
の
が
『
史
記
』
の
伯
夷
列
伝
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
内
容
が
示
さ
れ
る
。

『
史
記
』
の
伯
爽

・
叔
斉
以
前
(
下
見
〉

伯
夷
叔
斉
孤
竹
世
相
之
二
子
也
、
父
欲
立
川
肺
訴
川
、
耳
目
先
卒
、
叔五円
dm

伯
夷
、
伯
夷
目
、
父
命
也、

遂
逃
去
、
叔
斉
亦
不
官
立
而
逃
之
、

国
人
立
共
中
子
、
於
是
伯
夷
叔
斉
聞
西
伯
昌
諮
問
養
老
、
い十前
往
川
川

駕
、
及
至
、
西
伯
卒
、
武
王
載
木
主
、
号
為
文
王
東
伐
料
、
伯
』
央

叔
斉
叩
馬
而
諒
日
、
父
死
不
葬
、
実
及
-l
h九
、
可
調
不
拡J
、
以
医

相
官
、
可
謂
仁
乎
、
京
ホ
欲
兵
之
、
太
公
H
、
此
義
人
也
、

扶
而

去
之
、
武
王
己
平
股
乱
、
天
下
宗
問
、
而
品
川
夷
叔
斉
恥
之
、
義
不

食
周
菜
、
隠
於
首
陽
山
、
采
一
微
而
食
之
、
及
餓
且
死
、
作
歌
、
其

辞
日
、

登
彼
西
山
号
、

- 73ー

采
共
被
告
矢
、

不
知
共
非

以
暴
口
勿
暴
今
、

失
、
神
農
虞
夏
、
忽
鷲
没
号
、
我
安
適
婦
失
、
予
防

um令
、
命
之

衰
失
、
遂
錯
死
於
首
陽
山

」
れ
に
よ
れ
ば
、
今
の
『
論
語
』
に
見
え
る
夷
斉
に
つ
い
て
、
そ

の
背
景
に
あ
っ
た
説
話
が
本
来
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
、

後
世
、

『
論
語
』
の
文
を
解
す
る
者
が
『
史
記
』
の
こ
れ
に
よ

っ
て

い
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
夷
斉
の
説
話
が
本
来

『
史
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ③

 

い
て
は
問
題
が
存
す
る
。
津
田
左
ボ
士
口
許
『
論
語
と
孔
子
の
思
想
』

に
は
、

『
論
語
』
に
登
場
す
る
伯
夷
叔
斉
に
つ
い
て
、
特
に
、
公
冷@

 

長

・
述
而
両
篇
の
夷
斉
の
文
の
背
景
に
は
、
徴
子
篇
に
両
者
を
逸
民



『
史
記
』
の
伯
夷

・
叔
斉
以
前
(
下
見〉

と
規
定
す
る
よ
う
な
説
話
が
存
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
と

し
、
『
孟
子
』
や
『
韓
非
子
』

・
『
荘
子
』
な
ど
に
見
え
る
も
の
を
資

料
と
し
て
も
、
伯
爽
の
話
の
も
と
の
す
が
た
は
、
逸
民
と
し
て
で
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
云
い
、
こ
の
話
は
先

秦
時
代
の
お
わ
り
の
こ
ろ
に
逸
民
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
濃
く
さ

れ
、
首
陽
の
話
も
叔
斉
も
こ
の
こ
ろ
つ
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

と
し
て
い
る
。

」
ま
か
い
部
分
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ

れ
は
夷
斉
説
話
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
示
唆
に
包
ん
だ
指

摘
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ

て
、
先
ず
『
孟
子
』
に
見
え
る
も
の
か
ら
と
り
あ
げ
て
み
る
。
こ
こ

に
は
『
史
記
』
に
見
え
る
も
の
な
い
し
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る

夷
斉
の
話
と
は
か
な
り
の
差
が
認
め
ら
れ
る
の
で
興
味
深
い
も
の
が

あ
る
。

(三〉

)
 

噌
目
ム(
 
非
共
君
不
事
、
非
共
民
不
使
、
治
則
進
、
乱
則
退
、
伯
夷
也

(
公
孫
丑
上
〉

(2) 

伯
夷
非
其
君
不
事
、
非
共
友
不
友
、
不
立
於
忠
人
之
朝
、
不
与

四

悪
人
言
、
立
於
恩
人
之
朝
、
与
悪
人
言
、
如
以
朝
衣
朝
冠
坐
於
塗

炭
、
推
悪
感
之
心
、
思
与
郷
人
立
、
其
冠
不
正
、
望
望
然
去
之
、

若
将
必
需
、
是
故
諸
侠
錐
有
識
同
其
辞
命
而
至
者
、
不
受
也
、
不
受

也
者
、
是
亦
不
屑
就
己
。

ω
伯
ぃ《
僻
約
、
居
北
海
之
浜
、
開
文
王
作
興
財
、
尚
帰
乎
来
、
吾

聞
西
伯
諮
問
養
老
者

(
公
孫
丑
上
)

(
縦
装
上
〉

伯
炎
目
不
視
思
色
、
耳
不
聴
怒
声
、
非
其
君
不
事
、
非
共
民
不

使
、
治
則
進
、
乱
則
退
、
横
政
之
所
出
、
横
民
之
所
止
、
不
忍
居

也
、
思
与
郷
人
処
、
如
以
朝
衣
朝
冠
坐
於
塗
炭
也
、
当
約
之
時
、

- 74ー

居
北
海
之
浜
、

故
聞
伯
夷
之
風
者
、

頑
夫

以
待
天
下
之
清
也
、

廉
、
儒
夫
有
立
志
、
・
・
伯
夷
聖
之
清
者
也
(
万
お
下
〉

ph
d
 

居
下
位
、
不
以
賢
事
不
肖
者
、
的
夷
也

2
口
子
下
)

こ
の
他
、
尽
心
上
篇
に
見
え
る
も
の
は

ωと
、
ま
た
尽
心
下
篇
に

も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
糾
の
一
部
と
同
文
で
あ
る
。

『
孟
子
』
に
見
え
る
も
の
の
特
徴
は
、
ま
ず
伯
央
と
の
み
云

っ
て

叔
斉
を
云
わ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
夷
斉
説
話
に
は
本
来
叔
斉

は
云
わ
な
か
っ
た
の
だ
と
す
る
考
え
方
が
成
立
し
て
し
て
も
よ
い
有

力
な
資
料
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
そ
の
他
わ
か
る
こ
と
は
、
仏川い炎は

肢
の
約
王
の
暴
政
を
避
け
て
北
海
の
浜
に
い
た
こ
と
、
同
川
の
文
・
£
め



徳
を
し
た
っ
た
こ
と
、
そ
れ
故
、
伯
夷
に
は
常
に
悪
を
恵
ん
で
清
な

る
も
の
に
加
担
す
る
人
と
し
て
、
政
の
善
悪
を
示
す
一
つ
の
基
準
と

し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

『
史
記
』
に
見
え
る
夷
斉
説
話
の
細
か
な
展
開
は
『
孟
子
』
に
お

い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
し
か
る
に
従
来
の
注
釈
は
こ
れ
を

『
史
記
』
の
説
話
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
ほ
牽
強
附

会
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
公
孫
丑
籍
の
「
伯
夷
、
非
其
君
不
事
、

…
…
」
の
遵
峡
の
注
は
「
伯
夷
、
孤
竹
君
之
長
子
、
譲
国
而
隠
居
老

也
」
と
し
孫
爽
の
疏
も
『
史
記
』
の
伯
夷
列
伝
に
よ
っ
て
こ
れ
を
敷

延
す
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
点
は
焦
循
の
『
孟
子
正
義
』
も
同
様
で
あ

る
。
た
だ
万
章
籍
の
「
伯
東
、
目
不
視
悪
色
、
…
…
」
に
つ
い
て

は
、
倍
衝
の
正
義
は
趨
佑
の
『
四
書
温
故
録
』
を
引
い
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
『
論
語
』
に
伯
夷
叔
斉
を
連
ね
云
う
の
に
『
孟
子
』
は

伯
夷
だ
け
云
う
こ
と
、
『
史
記
』
で
は
国
を
譲
っ
た
こ
と
、
義
と
し

て
周
を
き
ら
っ
た
こ
と
な
ど
を
云
う
の
に
、
『
孟
子
』
で
は
肘
を
避

け
た
こ
と
を
し
ば
し
ば
云
う
こ
と
な
ど
か
ら
、
『
論
語
』
の
も
の
で

も
『
史
記
』
列
伝
の
文
で
説
明
で
き
る
の
に
、
ど
う
し
て
『
孟
子
』

の
も
の
だ
け
は
少
し
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
疑
問
を
提
出
し
て
い

る
。
し
か
し
結
局
は
そ
れ
ぞ
れ
が
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
説
明
し

『
史
記
』
の
伯
萌
∵
叔
斉
以
前
（
下
見
）

⑥

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
史
記
』
の
夷
斉
説
話
と
『
孟
子
』
の
伯
夷
の
話
と
の
間

に
は
か
な
り
の
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
異
質
の
も
の
で
あ
る
と
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
前
者
で
は
相
当
の
脚
色
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
云
っ
て
も
こ
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
へ
だ
た
り
の
最
大
の
も
の
は
、
『
孟
子
』
に
お
い
て
は
、

肘
王
の
悪
政
を
避
け
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

肘
王
を
茫
し
て
文
王
を
嘗
推
す
る
こ
と
が
話
の
中
心
に
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
て
、
『
史
記
』
に
お
い
て
は
、
周
の
武
王
の
行
為
を
批
判

す
る
こ
と
が
大
き
な
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

『
孟
子
』
で
は
周
王
室
の
正
当
性
を
認
め
、
殿
周
革
命
を
肯
定
的
に

説
く
た
め
の
資
料
に
さ
れ
る
性
質
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
孟

子
』
が
梁
恵
王
箱
で
、
湯
王
が
梨
を
武
王
が
肘
を
そ
れ
ぞ
れ
伐
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
斉
の
宣
王
の
「
臣
群
其
君
可
乎
」
と
の
問
い
に
対

し
て
、
孟
子
が
「
残
峨
之
人
謂
之
一
夫
、
開
誅
一
夫
肘
臭
、
未
開
封

君
也
」
と
答
え
て
い
る
の
に
よ
っ
て
、
革
命
恩
恵
が
是
認
さ
れ
る
の

を
見
て
も
当
然
と
云
え
る
し
、
文
王
を
理
憩
の
為
政
者
と
す
る
こ
と

と
も
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

五
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『
史
記
』
の
伯
東
∵
叔
斉
以
前
（
下
見
）

こ
れ
に
対
し
て
『
史
記
』
の
も
の
は
こ
れ
と
逆
の
立
場
に
立
つ
可

能
性
さ
え
持
つ
。
す
な
わ
ち
周
王
室
の
存
在
に
対
し
て
は
む
し
ろ
否

定
的
で
さ
え
あ
る
と
云
え
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
面
を
指
摘
す
る
な

ら
、
両
者
と
も
に
夷
斉
の
善
正
を
指
し
示
し
基
準
的
存
在
者
と
し
て

扱
お
う
と
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
両
者
の
間
の
へ

だ
た
り
は
否
め
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く
時
代
背
景
や
そ
れ
を
と
り
あ

げ
た
思
想
家
の
立
場
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
本
来
の
モ
チ
ー
フ
が
、
特
殊
な
時
代
背
景
の
中
で
特
定
の
思
患

家
に
よ
っ
て
少
し
づ
つ
脚
色
さ
れ
て
、
本
来
な
か
っ
た
も
の
が
付
加

さ
れ
た
り
、
も
と
あ
っ
た
も
の
が
削
ら
れ
た
り
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。伯

夷
の
話
が
戦
国
時
代
に
相
当
の
変
容
を
と
げ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
撞
述
の
　
『
豊
鏑
考
信
録
』
は
、
特
に
『
史
記
』
に
見
え
る
夷
斉

説
話
の
脚
色
の
極
端
さ
を
指
摘
し
、
そ
の
根
拠
を
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

蓋
当
戦
国
之
時
、
橡
墨
並
起
、
処
士
横
議
、
常
非
尭
舜
薄
湯
武
以

快
其
私
、
故
或
自
為
論
毀
之
、
或
託
請
人
以
毀
之
、
是
以
毀
尭
則

託
請
許
由
、
…
・
‥
伯
夷
既
素
有
清
名
、
叉
通
有
餓
首
陽
一
事
、
故

附
会
為
之
説
、
以
毀
武
王

六

戦
国
期
の
諸
子
百
家
が
排
出
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目
論
の
特

異
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
聖
賢
と
し
て
固
定
し
て
い
る
理
想
の
帝

王
た
ち
を
好
ん
で
否
定
し
ょ
う
と
す
る
風
潮
が
お
こ
っ
て
来
て
、
こ

れ
ら
に
関
連
し
て
武
王
も
批
判
の
対
象
に
さ
れ
た
結
果
、
伯
夷
と
の

話
も
附
会
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
戦
国
時
代
諸
子
の

議
論
の
中
で
夷
斉
説
話
が
い
ろ
い
ろ
な
変
化
を
な
し
た
と
い
う
こ
と

は
う
な
づ
け
る
。
こ
う
い
う
風
潮
の
中
で
、
有
名
無
実
の
存
在
と
な

っ
た
周
王
室
に
対
す
る
批
判
が
で
て
来
て
も
決
し
て
ふ
し
ぎ
で
は
な

い
し
、
む
し
ろ
列
強
蜂
起
と
い
う
状
況
が
こ
れ
を
必
要
と
し
た
こ
と
一

ほ
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
状
況
を
背
　
　
7
6

貴
と
し
て
成
立
し
た
説
話
断
片
が
司
馬
遷
の
記
述
の
資
料
に
さ
れ
た
　
ー

で
あ
ろ
う
こ
と
は
憩
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

に
顕
し
た
こ
と
は
『
孟
子
』
の
場
合
で
も
云
え
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

伯
東
が
避
け
た
こ
と
や
文
王
を
し
た
っ
た
と
い
う
話
に
し
て
も
、
孟

子
が
文
王
を
賞
揚
せ
ん
が
た
め
に
、
本
来
は
も
す
こ
し
異
な
っ
た
話

で
あ
っ
た
も
の
に
い
く
分
が
肉
付
け
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
た

だ
『
孟
子
』
以
前
の
資
料
は
あ
り
そ
う
に
な
い
の
で
、
『
孟
子
』
の

中
で
ど
の
よ
う
な
新
し
い
脚
色
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る



以
上
『
孟
子
』
に
見
え
る
伯
東
の
話
か
ら
考
え
る
と
、
『
論
語
』
に

見
え
る
夷
斉
が
『
孟
子
』
以
前
に
成
立
し
た
も
の
か
ど
う
か
も
問
題

で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
背
景
の
説
話
が
現
在
注
釈
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

な
そ
れ
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
問
題
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

）四（

『
孟
子
』
の
伯
東
と
『
史
記
』
の
夷
斉
と
の
間
に
は
以
上
見
て
来

た
よ
う
な
大
き
な
差
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
一
応
こ
の
中
間
的
な

存
在
で
あ
り
、
司
馬
遷
が
有
力
な
資
料
に
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
も
の
に
、
『
自
民
春
秋
』
季
冬
紀
第
十
二
の
誠
廉
篇
に
見
え
る
も

の
と
、
こ
れ
に
酷
似
し
た
内
容
を
持
つ
　
『
荘
子
』
譲
王
篇
の
も
の
と

が
あ
る
。
両
者
と
も
に
ほ
と
ん
ど
異
な
り
は
な
い
と
い
え
る
も
の

の
、
細
か
な
部
分
に
お
い
て
は
異
な
り
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
列
挙
し

て
み
る
。
上
は
『
昌
氏
春
秋
』
、
下
は
『
荘
子
』
で
あ
る
。

昔
周
之
将
興
也
、
有
士
二

人
、
処
於
孤
竹
、
日
伯
夷
叔

斉
、
二
人
相
謂
日
、
吾
聞
西

方
有
偏
伯
焉
、
似
将
有
遺

著
、
今
吾
桑
為
処
乎
此
裁
、

二
子
西
行
如
周
、
至
於
岐

陽
、
則
文
王
已
穀
臭
、
武
王

即
位
、
観
周
徳
、
則
王
僚
叔

且
就
膠
商
於
次
四
内
、
而
与

之
盟
日
、
加
冨
三
等
、
就
官

一
列
、
為
三
吉
同
辞
、
血
之

以
性
、
埋
一
於
四
内
、
皆
以

一
帰
、
又
健
保
召
公
就
徴
子

開
於
共
頭
之
下
、
而
与
之
盟

日
、
世
為
長
侯
、
守
殿
常

祖
、
相
奉
桑
林
、
宜
私
孟

諮
、
為
三
書
固
辞
、
血
之
以

性
、
埋
一
於
共
頭
之
下
、
皆

以
一
帰
、
・
伯
夷
叔
斉
聞
之
．
一

『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

昔
周
之
輿
、
有
士
二
人
、
処

孤
竹
、
日
伯
夷
叔
斉
、
二
人

相
謂
臼
、
吾
聞
西
方
有
人
、

似
有
遺
著
、
試
往
観
焉
、

至
於
岐
陽
、

武
三
間
之
、
使
叔
且
往
見
之
、

与
盟
日
、
加
富
二
等
、
就
官

一
列
、
血
性
而
埋
之
、
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『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

相
視
而
笑
日
、
藩
、
異
乎

我
、
此
非
吾
所
謂
道
也
、
昔

老
神
農
氏
之
有
天
下
也
、
時

祖
尽
敬
而
不
祈
福
也
、
共
於

人
也
、
忠
信
尽
治
而
無
求

鳶
、
楽
正
与
為
正
、
楽
治
与

為
治
、
不
以
人
之
壊
日
成

也
、
不
以
人
之
痺
日
高
也
、

今
周
見
殿
之
僻
乱
也
、
而
遽

為
之
正
与
治
、
上
謀
而
行

貨
、
阻
丘
而
保
威
也
、
剖
牲

而
盟
以
為
信
、
困
四
内
与
共

頭
以
明
行
、
揚
夢
以
説
衆
、

殺
伐
以
要
利
、
以
此
紹
股
、

是
以
乱
易
暴
也
、
吾
聞
古
之

士
、
遭
乎
治
世
、
不
遜
其

任
、
遭
乎
乱
世
、
不
為
筍

在
、
今
天
下
闇
、
周
徳
衰

臭
、
与
共
迫
乎
周
以
漫
吾
身

二
人
相
視
而
笑
臼
、
噴
、
典

故
、
此
非
吾
所
謂
道
也
、
昔

者
神
農
之
有
天
下
也
、
時
祖

尽
敬
而
不
祈
喜
、
其
於
人

也
、
忠
信
尽
治
而
無
求
焉
、

楽
与
政
為
政
、
楽
与
治
為

治
、
不
以
人
之
壊
日
成
也
、

不
以
人
之
卑
日
高
也
、
不
以

遭
時
自
利
也
、
今
周
見
放
之

乱
、
而
逓
為
政
、
上
謀
而
下

行
貨
、
阻
兵
而
保
威
、
割
牲

而
盟
盟
以
為
信
、

揚
行
以
悦

衆
、
殺
伐
以
要
利
、
是
推
乱

以
易
暴
也
、
吾
聞
古
之
士
、

遭
治
世
、
不
運
共
任
、
過
乱

世
、
不
為
筍
存
、
今
天
下
闇

、
周
徳
衰
、
其
並
乎
周
以
塗

吾
身
、
不
知
避
之
以
安
吾

也
、
不
着
避
之
以
潔
吾
行
、

二
子
北
行
、
至
首
陽
之
下
而

餓
焉

八

行
、
二
子
北
行
、
至
首
陽
之

山
、
遂
餓
而
死
焉

両
者
に
共
通
す
る
点
に
つ
い
て
云
う
な
ら
、
こ
こ
に
は
す
で
に
孤

竹
の
名
も
見
え
る
し
、
伯
夷
叔
斉
の
二
人
に
な
っ
て
登
場
し
て
い

る
。
特
に
『
孟
子
』
の
も
の
に
比
し
て
異
な
る
点
を
云
え
ば
、
表
現

的
に
も
説
話
と
し
て
定
着
さ
れ
、
内
容
的
に
も
、
肘
王
に
反
抗
し
た

こ
と
は
消
え
て
し
ま
っ
て
、
武
王
の
革
命
を
批
判
し
周
王
朝
成
立
に

つ
い
て
の
正
当
性
に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
が
投
げ
か
け
ら
か
け
ら
れ

る
要
素
が
明
確
に
出
て
来
て
い
る
。
し
か
し
な
お
、
二
人
が
文
王
の

徳
に
ひ
か
れ
て
周
国
に
赴
い
た
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
特
に
『
昌
氏

春
秋
』
の
場
合
に
は
明
確
に
見
え
て
お
り
、
『
孟
子
』
の
も
の
が
変

形
さ
れ
ず
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
『
孟
子
』
で

は
そ
れ
が
般
王
の
暴
挙
を
批
判
す
る
に
効
果
的
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る

に
対
し
て
、
こ
ち
ら
で
は
『
史
記
』
の
内
容
と
同
じ
く
、
武
王
の
征

服
行
為
の
批
判
に
重
要
な
役
目
を
は
た
し
て
い
る
点
に
差
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
に
、
夷
斉
の
作
っ
た
歌
と
し
て
見
え
る
神

農
の
こ
と
や
「
以
暴
易
暴
」
と
い
う
表
現
な
ど
が
、
既
に
こ
こ
に
見
え

て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
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次
に
『
昌
氏
春
秋
』
・
『
荘
子
』
の
比
較
を
し
て
み
る
。
羅
根
沢
の

『
清
子
考
索
』
（
「
荘
子
外
雑
篇
探
源
」
の
十
）
に
も
指
摘
す
る
よ

ぅ
に
、
『
荘
子
』
の
譲
王
清
に
は
、
す
で
に
『
昌
氏
春
秋
』
に
見
え

て
い
る
記
述
が
多
く
、
こ
の
夷
斉
の
説
話
な
ど
も
『
昌
氏
春
秋
』
の

文
を
も
と
に
採
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
両
説
話
の
問
に
は
ほ
と
ん
ど
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
と
云
っ
て

よ
い
。
し
か
し
二
・
三
の
細
か
な
点
で
の
異
な
り
は
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
『
荘
子
』
の
も
の
に
は
、
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
い
く
ら
か

省
略
さ
れ
た
部
分
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
昌

氏
春
秋
』
で
、
「
今
吾
英
為
処
乎
此
哉
」
か
ら
「
皆
以
這
、
伯
夷
叔

斉
開
之
」
ま
で
の
間
に
つ
い
て
、
『
荘
子
』
の
も
の
で
は
省
略
が
著

し
い
。
『
昌
氏
春
秋
』
で
は
、
二
人
は
文
王
の
徳
に
感
じ
て
周
に
や

っ
て
来
た
こ
と
と
こ
ろ
が
文
王
は
既
に
投
し
て
い
て
武
王
が
即
位

し
て
い
た
こ
と
。
ま
た
武
王
が
周
の
徳
と
威
力
を
示
す
た
め
に
、
叔

且
と
膠
商
と
を
、
保
召
公
と
微
子
閲
と
を
そ
れ
ぞ
れ
盟
せ
し
め
た
と

い
う
こ
と
を
聞
い
た
二
人
は
大
い
に
失
望
し
た
と
い
う
ふ
う
に
述
べ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
『
荘
子
』
の
そ
れ
で
は
、
先
ず
文
王
に
つ
い

て
、
た
だ
「
西
方
有
人
：
…
・
」
と
の
み
表
現
す
る
だ
け
で
、
文
王
に

会
う
こ
と
が
目
的
で
二
人
が
岐
陽
に
赴
い
た
の
か
ど
う
か
明
確
に
は

『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

さ
れ
な
い
、
こ
こ
で
は
す
で
に
文
王
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
ん
ら
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

特
に
『
呂
氏
春
秋
』
で
は
、
「
今
膏
薬
為
処
乎
此
哉
」
と
ま
で
表

現
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
こ
と
は
な
お
さ
ら
確
実
に
思
え
る

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
荘
子
』
の
も
の
で
は
こ
の
後
に
続
く
部

分
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
　
の
も
の
と
か
な
り
の
異
な
り
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
『
荘
子
』
の
も
の
で
は
、
武
王
が
う
わ
さ
を
聞
い

て
、
叔
且
を
二
人
の
と
こ
ろ
に
行
か
せ
て
、
こ
れ
ら
と
の
直
接
の
盟

を
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
二
人
が
こ
れ
を
開
い
て
断
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
や
り
方
を
す
る
武
王
に
失
望
し
周
を
批
判
し

た
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
夷
斉
が
武
王
の
政
策
を
第
三
者
と
し

て
傍
観
し
て
批
判
す
る
『
呂
氏
春
秋
』
の
形
式
と
、
夷
斉
が
武
王
の

政
策
の
受
け
手
と
な
っ
て
、
武
王
の
行
為
を
批
判
す
る
形
式
と
の
異

な
り
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
形
式
的
に
は
こ
れ
だ
け

の
異
な
り
に
し
か
見
え
な
い
が
、
実
は
内
容
的
に
は
一
つ
の
大
き
な

差
で
あ
る
と
も
云
え
る
の
で
あ
っ
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
ま
だ
な

か
っ
た
新
し
い
話
の
形
式
が
『
荘
子
』
の
も
の
に
は
生
ま
れ
て
い
る

と
云
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
荘
子
』
の
も
の
に
、
武
王
が
伯
夷

叔
斉
を
招
致
し
ょ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

九
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あ
っ
て
、
こ
れ
は
『
昌
氏
春
秋
』
に
は
ま
だ
芽
生
え
て
い
な
い
形
式

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
史
記
』
に
は
、
東
斉
が
武
王
か
ら
用
い
ら

れ
よ
う
と
し
た
話
は
見
え
な
い
が
、
武
王
と
の
出
会
い
は
武
王
の
討

伐
行
為
を
批
判
す
る
話
と
し
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
荘
子
』
か
ら

の
も
う
一
段
の
発
展
を
し
て
い
る
。
『
荘
子
』
の
よ
う
に
、
武
王
が

夷
斉
を
招
致
し
ょ
う
と
し
た
と
い
う
形
式
は
他
に
も
見
ら
れ
、
『
韓

非
子
』
姦
却
鵜
臣
篇
の
、

古
有
伯
夷
叔
斉
者
、
武
王
譲
以
天
下
而
弗
受
、
二
人
餓
死
首
陽
之

陵は
、
『
荘
子
』
の
も
の
と
は
、
天
下
を
譲
ら
れ
よ
う
と
し
た
と
い

う
点
に
差
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
武
王
か
ら
積
極
的
な
働
き
か
け
を
受

け
た
と
い
う
点
で
は
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
同
じ
く
説
疑
篇
に
も

許
由
や
∴
下
随
・
務
光
ら
と
と
も
に
、
「
或
与
之
天
下
而
不
取
」
の
十

二
人
の
う
ち
に
含
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
見
え
て
い
る
。
や
は
り
こ

れ
ら
は
『
荘
子
』
に
お
い
て
、
武
王
が
夷
斉
を
招
こ
う
と
し
た
と
い

う
話
の
変
形
ま
た
は
同
列
の
説
話
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
『
荘
子
』
の
こ
の
譲
王
篇
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
後
人
の
仮
託

で
あ
る
こ
と
が
云
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
『
韓
非
子
』
の

も
の
と
ど
ち
ら
が
先
か
後
か
は
に
わ
か
に
断
じ
ら
れ
な
い
け
れ
ど

一
〇

も
、
譲
位
の
こ
と
は
、
武
王
と
二
人
の
出
会
い
と
い
う
こ
と
か
ら

も
、
招
か
れ
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
一
段
飛
躍
し
た
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
や
は
り
『
韓
非
子
』
の
も
の

の
脚
色
性
が
強
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
位
を
辞
し
て
餓
え
た
こ
と
は

『
荘
子
』
盗
柘
筒
に
も
、

伯
夷
叔
斉
、
辞
孤
竹
之
君
、
而
餓
死
於
首
陽
之
山

と
あ
り
、
『
戦
国
策
』
燕
策
に
も
、

汗
武
王
之
義
而
不
臣
焉
、
辞
孤
竹
之
君
、
餓
而
死
於
首
陽
之
山

と
見
え
て
い
る
、
こ
れ
ら
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
孤
竹
の
君
を
辞
し

た
と
い
う
説
話
の
型
式
は
、
お
そ
ら
く
『
史
記
』
で
孤
竹
の
君
位
を

す
て
て
周
に
赴
い
た
と
い
う
話
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
も

と
は
武
王
か
ら
招
か
れ
た
と
か
位
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
こ
と
と

か
と
の
関
わ
り
が
強
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
本
来
、
肘
王
の

悪
政
か
ら
逃
れ
て
、
文
王
に
帰
属
し
ょ
う
と
し
た
と
い
う
話
が
あ
っ

て
、
周
王
室
の
衰
微
が
著
し
く
な
っ
た
戦
国
末
期
に
至
る
と
、
周
改

植
を
否
定
し
て
新
し
い
政
椎
の
登
場
を
合
理
化
せ
ん
と
の
主
張
を
す

る
者
に
ょ
っ
て
、
武
王
の
行
為
を
批
判
す
る
こ
と
が
お
こ
り
、
周
に

赴
い
た
伯
夷
の
話
は
武
王
に
失
望
す
る
と
い
う
話
の
進
展
を
見
、
こ

う
し
て
武
王
に
帰
属
し
な
か
っ
た
伯
夷
の
話
は
、
′
あ
る
い
は
武
王
か
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ら
也
を
譲
ら
れ
た
と
い
う
『
韓
非
子
』
の
話
と
な
り
、
あ
る
い
は
領

地
を
与
え
ら
れ
よ
う
と
し
た
話
に
な
っ
た
り
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
、
『
史
記
』
の
よ
う
に
孤
竹
の
国
を
出
て
文
王
の
所
に
行
こ
う
と

し
た
と
い
う
話
よ
り
も
、
孤
竹
国
は
、
伯
夷
叉
は
叔
斉
の
二
人
に
与

え
ら
れ
よ
う
と
し
た
領
地
と
し
て
の
話
と
し
て
先
ず
登
場
し
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
こ
の
他
で
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
、
『
至
首
陽
之
下
而
餓
焉
」

と
す
る
に
対
し
て
、
『
荘
子
』
で
は
「
餓
而
死
焉
」
と
す
る
の
が
注

目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
許
維
童
の
　
『
呂
氏
春
秋
集
釈
』
　
は
、

「
死
」
字
を
脱
す
る
も
の
と
考
証
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
も

と
の
ま
ま
に
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
、
「
死
」
字
を
加
え
る
も
の

の
方
が
後
出
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ

ぅ
に
考
え
る
か
と
い
う
と
、
そ
も
そ
も
『
論
語
』
の
季
氏
帯
の
文
に

は
、
「
伯
夷
叔
斉
餓
千
首
陽
之
下
」
と
の
み
云
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
死
す
る
と
云
っ
て
い
な
い
の
は
注
目
す
べ
き
事
柄
な
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
に
も
「
遂
餓
死
於
首
陽
山
」
と

い
っ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
で
、
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
薬
玉
縄
が
『
史
記
志
疑
』
で
、
『
論
語
』
に
云
う
餓
う

は
餓
死
し
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
孔
子
が
陳
茶
の
間
に
餓
え
た

『
史
記
』
の
伯
東
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

と
云
っ
て
も
餓
死
し
た
の
で
は
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
る
の

ほ
そ
れ
で
、
撞
述
も
、
『
論
語
』
が
餓
死
と
は
云
わ
な
い
こ
と
を
指

摘
す
る
。
劉
宝
楠
の
『
論
語
正
義
』
は
、
『
准
南
子
』
説
山
訓
の
注

を
引
い
て
、
餓
は
困
乏
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
銭
可
選
の
「
疑
夷
斉

不
食
周
東
、
非
絶
粒
不
食
也
：
…
…
・
餓
而
食
薇
者
、
栗
或
不
足
、
有

時
采
薇
以
充
之
、
未
必
止
食
薇
也
」
と
い
う
の
を
引
い
て
い
る
。
中

⑧

井
積
徳
は
、
『
論
語
』
は
た
だ
餓
え
る
と
云
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て

死
し
た
と
は
云
わ
な
い
、
死
す
る
と
云
っ
た
の
は
諦
子
に
は
じ
ま
る

も
の
と
し
て
い
る
。

以
上
、
述
べ
る
基
準
は
多
少
異
な
る
け
れ
ど
も
、
餓
う
と
死
す
と

は
本
来
別
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
資
料
と
な
り
得
る
。
「
餓
え
て
死

す
」
と
考
え
る
の
は
や
は
り
後
の
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
『
呂
氏

春
秋
』
に
「
死
」
と
云
わ
な
い
で
『
荘
子
』
の
も
の
が
「
死
」
を
云

ぅ
の
は
、
後
者
が
前
者
の
採
録
で
、
し
か
も
そ
の
他
の
影
響
を
受
け

た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
点
に
も
『
荘
子
』
の
も
の
が
、
後
の
成
立
で

あ
る
と
云
え
る
証
が
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
玉
叔
眠

氏
「
史
記
斜
謹
」
巻
六
十
一
（
『
文
史
哲
学
報
』
第
十
七
期
）
は
、

⑨

『
呂
氏
春
秋
』
が
『
荘
子
』
か
ら
採
録
し
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
逆
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま

一
一
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以
上
、
『
孟
子
』
か
ら
『
呂
氏
春
秋
』
・
『
荘
子
』
　
へ
と
夷
斉
説
話

の
変
化
を
た
ど
っ
て
み
た
が
、
司
馬
遷
は
お
そ
ら
く
、
『
呂
氏
春
秋
』

⑲

・
『
荘
子
』
な
ど
を
主
な
資
料
と
し
て
伯
夷
列
伝
を
作
り
な
し
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
お
こ
れ
ら
と
の
話
の
間
に
は
相
当
の
距
離

が
存
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
恐
ら
く
当
時
夷
斉
に
関
す
る
資
料
と

し
て
ほ
雑
多
な
も
の
が
存
在
し
た
に
相
違
な
い
と
思
わ
れ
、
そ
れ
ら

は
司
馬
遷
の
手
で
き
わ
め
て
要
領
よ
く
辻
複
の
合
う
よ
う
に
ま
と
め

あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
既
に
一
寸
述
べ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
伯
夷
叔
斉
が
位
を
譲
り
合
っ
て
国
を
出
奔
し
た
と
い
う
こ
と
は

『
史
記
』
以
外
に
は
見
え
な
い
こ
と
な
の
に
、
こ
の
よ
う
に
ま
と
め

あ
げ
ら
れ
た
基
本
資
料
と
し
て
は
、
『
荘
子
』
譲
王
篇
の
、
武
王
が

二
人
を
招
致
し
ょ
う
と
し
た
話
、
『
韓
非
子
』
の
、
武
王
が
天
下
を

譲
ろ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
『
荘
子
』
盗
略
筒
の
「
伯
夷
叔

斉
辞
孤
竹
之
君
、
而
餓
死
於
首
陽
之
山
」
　
や
　
『
戦
国
策
』
　
燕
策
の

「
汗
武
王
之
義
而
不
臣
焉
、
辞
孤
竹
之
君
、
餓
而
死
於
首
陽
之
山
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
だ
け
が
資
料
に
な

一
二

っ
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
こ
れ
ら
に
見
え
る
よ
う
な
話
が
資
料
に

⑪

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
ょ
れ
ば
、

『
史
記
』
の
、
自
国
の
位
を
譲
り
合
っ
て
出
奔
し
た
と
い
う
話
は
で

き
す
ぎ
の
感
も
あ
る
。
『
荘
子
』
盗
囁
籍
や
『
戦
国
策
』
に
見
え
る

「
辞
孤
竹
之
君
」
は
、
『
荘
子
』
譲
王
篇
や
『
韓
非
子
』
姦
劫
群
臣

篇
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
王
が
二
人
に
封
を
与
え
よ
う
と
し
た
、

ま
た
は
天
下
を
譲
ろ
う
と
し
た
と
い
う
話
と
近
い
も
の
で
あ
る
。
孤

竹
の
国
か
ら
周
へ
赴
い
た
と
い
う
話
は
、
『
孟
子
』
に
見
え
る
よ
う

に
、
文
王
を
し
た
っ
て
周
へ
や
っ
て
来
た
と
い
う
話
な
ど
と
の
関
係

で
、
二
人
の
出
自
を
明
確
に
せ
ん
が
た
め
に
、
『
昌
氏
春
秋
』
や
『
荘

子
』
に
設
定
さ
れ
、
義
に
生
き
た
夷
斉
の
イ
メ
ー
ジ
と
自
国
出
奔
の

原
因
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
孤
竹
の
君
を
辞
し
た
と
云
う
資
料
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
司
馬
遷
が
、
位
譲
り
の
話
と
し
て
ま
と
め
あ
げ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
史
記
』
伯
東
列
伝
で
、
「
伯
夷
叔
斉
、
叩
寓
而
諌
日
云
々
」
の

条
は
最
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
場
面
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
司
馬
遷

の
創
作
意
欲
の
最
も
強
く
出
て
い
る
箇
所
で
あ
ろ
う
。
武
王
に
対
す

る
批
判
の
仕
方
に
は
、
『
昌
氏
春
秋
』
・
『
荘
子
』
に
比
べ
る
と
か
な

り
の
差
が
あ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
　
に
お
い
て
は
、
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今
周
見
段
之
僻
乱
也
、
而
遽
為
之
正
与
治
、
上
謀
而
行
貨
、
阻
丘

而
保
威
也
、
割
牲
而
盟
以
為
信
、
因
四
内
与
共
頭
以
明
行
、
揚
夢

以
説
衆
、
殺
伐
以
要
利
、
以
此
解
放
、
是
以
乱
易
暴
也

と
い
う
の
が
武
王
を
批
判
す
る
核
で
あ
る
。
即
ち
、
段
の
弱
み
に

っ
け
込
ん
だ
に
わ
か
仕
立
て
の
偽
正
義
、
本
質
的
な
治
の
精
神
を
無

視
し
た
武
力
で
無
理
お
し
を
す
る
の
で
あ
る
の
に
、
表
面
で
は
極
め

て
形
式
的
に
、
支
配
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
威
徳
を
示
そ
う
と
す

る
。
為
政
の
場
に
登
場
す
る
た
め
の
手
の
込
ん
だ
演
出
と
い
う
も
の

が
厳
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
史
記
』
に
な
る
と
、
同
じ

く
武
王
を
批
判
し
な
が
ら
少
し
く
異
な
る
。
批
判
の
中
心
は

父
死
不
葬
、
麦
及
干
支
、
可
謂
孝
乎
、
以
臣
科
君
、
可
謂
仁
乎

と
い
う
き
わ
め
て
類
型
的
な
儀
礼
精
神
を
あ
ら
わ
す
語
に
集
約
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
父
に
対
す
る
孝
、
君
に
対
す
る
仁
と
い
う
二

語
に
ょ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
に
お
い
て
は
、
戦
国
動

乱
期
の
荒
々
し
い
批
判
語
が
見
え
、
夷
斉
そ
の
も
の
も
、
武
王
か
ら

招
聴
さ
れ
よ
う
ほ
ど
の
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
武
王
と

対
等
の
場
に
立
っ
て
批
判
す
る
厳
し
さ
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
『
史

記
』
に
お
い
て
は
、
型
に
は
ま
っ
た
忠
孝
精
神
が
批
判
の
語
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
の
記
さ
れ
る
時
代
背
景
が
、
も
っ
と
も
忠
孝
精
神
を

『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

強
く
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
落
着
し
た
漢
政
権
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に

あ
ら
わ
す
。
既
に
夷
斉
は
武
王
と
対
等
の
場
に
は
立
ち
得
て
い
な

い
。
対
等
で
あ
る
と
す
る
な
ら
そ
れ
は
君
臣
父
子
の
礼
を
主
張
す
る

点
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。
強
い
権
力
者
に
対
す
る
一
臣
民
と
し
て

の
面
影
し
か
な
い
。
君
に
対
す
る
臣
の
諌
言
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
す
べ
て
の
規
範
の
発
源
で
あ
る
絶
対

者
を
諌
め
る
夷
斉
は
、
武
王
に
発
言
権
を
持
つ
大
公
は
ど
の
人
物
の

仲
介
を
得
な
い
で
は
生
き
て
在
る
こ
と
は
で
き
な
い
厳
し
い
状
況
に

立
た
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
命
を
か
け
て
進
み
出
た
二
人
の

気
塊
の
異
常
さ
激
し
さ
が
強
く
出
て
い
よ
う
。

李
陵
事
件
で
武
帝
に
進
言
し
た
司
馬
遷
が
、
終
に
は
挫
折
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
事
実
の
体
験
と
そ
の
苦
渋
が
こ
の
場
面
に
変
形
し
て

表
現
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
断
片
的

に
い
ろ
い
ろ
な
広
が
り
を
持
っ
た
夷
斉
説
話
が
、
司
馬
遷
に
よ
っ
て

一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
時
、
最
も
強
く
脚
色
さ

れ
た
部
分
は
お
そ
ら
く
こ
の
場
面
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
司
馬
遷

が
伯
東
列
伝
を
た
て
た
意
の
一
は
こ
こ
に
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
。
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『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

＼
l
ノ六（

『
史
記
』
の
夷
斉
説
話
の
特
色
は
以
上
の
よ
う
な
点
に
あ
る
が
、

夷
斉
説
話
の
他
の
広
が
り
の
部
分
を
思
わ
せ
る
資
料
を
い
三
つ
検

討
し
て
み
る
。

『
文
選
』
巻
五
十
四
、
劉
孝
標
の
弁
命
論
に
、

夷
叔
弊
淑
媛
之
言

な
る
一
句
が
あ
っ
て
、
そ
の
李
善
注
に
、
詭
周
の
『
青
史
考
』
を

引
い
て
、

伯
夷
叔
斉
者
、
股
之
末
世
、
孤
竹
君
之
二
子
也
、
隠
於
首
陽
山
、

釆
薇
而
食
之
、
野
有
婦
人
謂
之
日
、
子
義
不
食
間
粟
、
此
亦
周
之

草
木
也
、
於
是
餓
死

と
い
う
。
『
古
史
考
』
に
つ
い
て
は
、
『
隋
書
』
経
籍
志
に
、
「
古

史
考
二
十
五
巻
」
と
載
せ
ら
れ
る
そ
れ
で
、
『
史
通
』
正
史
箱
に
も
、

「
晋
散
騎
常
侍
巴
西
講
周
、
以
遺
書
周
秦
己
上
或
釆
家
人
諸
子
、
不

専
拠
正
経
、
於
是
作
古
史
考
二
十
五
筒
、
皆
漏
甫
典
以
軋
其
膠
、
今

則
与
史
記
並
行
於
代
焉
」
と
云
う
。
三
国
末
晋
初
の
人
で
あ
る
諌
周

が
ほ
た
し
て
司
馬
遷
よ
り
古
い
資
料
を
手
に
入
れ
得
た
か
ど
う
か
は

疑
問
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
晋
書
』
司
馬
彪
伝
に
、
「
彪

一
国

復
以
周
為
未
尽
善
也
、
粂
古
史
考
中
凡
百
二
十
二
事
為
不
当
、
多
拠

汲
義
紀
年
之
義
、
亦
行
於
世
」
と
あ
っ
て
、
司
馬
彪
が
「
古
史
考
』

中
の
誤
れ
る
記
事
を
、
晋
の
大
鹿
五
年
に
出
現
し
た
『
竹
書
紀
年
』

に
ょ
っ
て
訂
正
⊥
た
と
云
っ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
晋
の
こ
の
当
時
に
は
一
般
に
は
相
当
信

頼
さ
れ
る
資
料
価
値
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
の

夷
斉
の
こ
と
の
み
に
限
っ
て
云
う
な
ら
、
周
の
武
王
に
反
抗
し
た
と

い
う
話
そ
の
も
の
が
戦
国
末
に
で
き
あ
が
っ
た
話
と
思
わ
れ
る
し
、

首
陽
山
に
餓
え
た
と
か
餓
死
と
か
は
各
書
に
見
え
る
け
れ
ど
も
薇
を

食
っ
た
と
い
う
話
は
司
馬
遷
の
創
作
に
か
か
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
よ

う
な
行
為
を
逆
に
批
判
す
る
も
の
が
『
古
史
考
』
の
婦
人
の
言
で
あ

る
以
上
、
『
史
記
』
以
前
か
ら
存
在
し
た
話
で
、
司
馬
遷
が
こ
れ
を
と

り
あ
げ
な
か
っ
た
ま
た
は
知
ら
な
か
っ
た
資
料
と
は
考
え
難
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
は
で
き
す
ぎ
た
『
史
記
』
の
夷
斉
説
話
を

つ
つ
く
た
め
に
創
ら
れ
た
話
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か

し
定
着
し
た
夷
斉
説
話
は
否
定
す
る
に
至
ら
ず
、
む
し
ろ
、
義
を
つ

ら
ぬ
く
人
物
の
象
徴
と
し
て
提
出
さ
れ
た
夷
斉
に
対
し
て
、
薇
を
食

っ
て
餓
死
し
た
と
い
う
行
為
を
も
っ
と
完
全
に
説
明
す
る
た
め
の
資

料
に
し
か
な
り
得
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
も
、
こ
れ
が
『
史
記
』
以
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⑩

後
の
つ
け
足
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
存
す
る
。
こ
れ
は
『
史

記
』
以
後
の
夷
斉
説
話
の
新
た
な
展
開
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

）七（

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
『
孟
子
』
の
伯
東
か
ら
『
史
記
』
の
伯
東

列
伝
成
立
の
間
に
は
、
細
か
く
屈
折
し
た
変
形
・
発
展
・
広
が
り
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
『
論
語
』
の
夷
斉
が
比
較
的
新
し

い
成
立
の
説
話
を
背
景
に
持
つ
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
『
史
記
』
の
夷

斉
の
イ
メ
ー
ジ
で
解
さ
れ
て
良
い
理
由
は
全
く
な
い
と
云
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

『
論
語
』
　
に
見
え
る
夷
斉
の
四
文
の
内
、
き
わ
め
て
公
式
的
な
考

え
に
従
う
な
ら
ば
、
公
冶
長
・
述
而
の
も
の
は
上
論
、
季
氏
・
徴
子

の
も
の
は
下
論
に
属
す
る
か
ら
、
少
く
と
も
成
立
の
時
期
は
異
な
る

と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
こ
う
見
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
、
下
論
の
二
は
『
史
記
』
に
近
く
、
上
論
の
二
は
む
し
ろ
　
『
孟

子
』
の
も
の
に
近
い
よ
う
に
思
え
る
。
特
に
前
の
二
つ
の
共
通
点
が

「
怨
」
に
ょ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
成
立
時
期
が
似
通
っ
て
い
る
こ

と
を
思
わ
せ
る
。
述
而
篇
に
見
え
る
「
求
仁
両
得
仁
、
叉
何
怨
乎
」

『
史
記
』
の
伯
東
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

ほ
従
来
、
夷
斉
が
国
を
譲
り
合
っ
て
出
奔
し
た
話
で
説
明
さ
れ
、
衛

の
霊
公
の
太
子
剃
暁
と
剰
暁
の
子
軌
と
の
話
と
関
連
づ
け
ら
れ
、

『
論
論
正
義
』
も
、
子
貢
が
夷
斉
に
つ
い
て
孔
子
に
質
問
し
た
結

果
、
孔
子
が
衛
の
君
に
力
を
か
さ
な
い
と
結
論
し
た
理
由
と
し
て
、

「
若
伯
夷
則
叉
遵
守
父
命
、
而
終
譲
国
不
受
、
与
衛
剰
暁
之
乗
父
命

而
争
国
老
相
反
」
と
云
う
。
こ
れ
も
一
応
も
っ
と
も
ら
し
く
説
明
が

っ
き
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
文
の
「
衛
君
」
を
た
ま
た
ま
剰
境
の
こ

と
に
あ
て
は
め
る
か
ら
こ
の
様
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
な
に
も

夷
斉
の
位
譲
り
と
関
連
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
見
あ
た

⑱

ら
な
い
。

し
か
も
夷
斉
の
位
譲
り
の
こ
と
は
『
史
記
』
以
前
に
は
な
か
っ
た

ろ
う
と
思
わ
れ
る
点
を
考
え
併
せ
て
も
こ
の
こ
と
は
云
え
よ
「
。
む

し
ろ
『
孟
子
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
肘
王
の
暴
虐
か
ら
身
を
へ
だ
て

た
と
い
う
の
に
近
い
話
が
背
景
に
存
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
▼
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
『
論
語
』
の
こ
の
文
の
背
景
に

ど
の
よ
う
な
夷
斉
説
話
が
存
し
た
か
、
具
体
的
な
も
の
は
明
確
に
で

き
な
い
。
た
だ
上
論
の
二
は
『
孟
子
』
以
後
間
近
く
、
下
論
の
二
は

『
呂
氏
春
秋
』
・
『
荘
子
』
ま
た
は
『
史
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
夷
斉

説
話
が
成
立
し
た
時
期
に
近
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
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『
史
記
』
の
伯
東
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

以
上
、
伯
夷
叔
斉
の
話
は
時
代
的
に
『
論
語
』
よ
り
出
発
し
た
と

考
え
る
べ
き
で
な
く
、
む
し
ろ
『
孟
子
』
の
も
の
が
早
い
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
史
記
』
に
見
え
る
よ
う
な
説
話
と
し
て

安
定
す
る
以
前
に
は
い
ろ
い
ろ
な
広
が
り
を
持
つ
モ
チ
ー
フ
が
、
そ

れ
を
と
り
あ
げ
た
忠
恕
的
立
場
や
時
代
背
景
の
中
で
展
開
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
『
論
語
』
の
夷
斉
が
『
史
記
』

に
見
え
る
夷
斉
の
説
話
に
ょ
っ
て
解
釈
で
き
そ
う
に
思
え
る
の
は
、

『
論
語
』
の
文
が
成
立
し
た
当
時
に
そ
の
よ
う
な
説
話
が
す
で
に
成

立
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、
司
馬
遷
が
『
論
語
』
の
夷
斉
を
相
当

強
く
意
識
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
伯
夷
・
叔
斉
不
念
旧
悪
、
怨
是
用
希
」
と
か
「
求
仁
得
仁
、
叉
何

怨
乎
」
と
い
う
よ
う
な
文
に
お
け
る
「
怨
」
は
、
む
し
ろ
司
馬
遷
の

持
つ
特
殊
な
人
間
観
や
歴
史
観
に
ょ
っ
て
、
伯
夷
列
伝
の
よ
う
な
説

話
と
の
関
連
を
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

き
わ
め
て
作
為
的
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
司

馬
遷
と
伯
夷
列
伝
ま
た
は
『
史
記
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
も
っ
と
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
に
は
論
じ
き
れ
な
い
の
で
結
論

的
な
も
の
だ
け
に
止
め
た
。

一
六

註
①
　
「
葛
洪
の
逸
民
」
　
（
広
島
哲
学
会
刊
『
哲
学
』
第
十
八
集
）
・
『
抱
朴

子
』
外
欝
に
お
け
る
隠
者
賛
美
の
意
味
（
同
上
『
哲
学
』
第
二
十
二
集
）

・
『
抱
朴
子
』
に
於
け
る
逸
民
と
仙
人
（
『
東
方
宗
教
』
第
二
十
九
号
）
・

専
制
社
会
と
隠
逸
－
儒
教
経
典
で
の
あ
つ
か
い
を
通
し
て
－
（
福
岡
女
子

短
大
研
究
紀
要
第
四
号
）
な
ど
。

⑧
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
だ
発
表
の
場
を
得
て
い
な
い
。

⑧
　
津
田
左
右
吉
著
「
論
語
と
孔
子
の
思
想
」
頁
一
九
〇
～
一
九
二

④
　
「
逸
民
L
と
い
う
語
が
『
論
語
』
に
お
い
て
隠
遁
者
の
意
に
用
い
ら
れ

て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
問
題
が
存
す
る
と
思
う
。
例
え
ば
『
漢
書
』

律
歴
志
上
の
「
挙
逸
民
」
の
蕨
師
古
注
は
逸
民
謂
有
徳
而
隠
処
者
」
と
云

っ
て
い
る
。
こ
の
他
『
潜
夫
論
』
な
ど
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
後
漢
以
後

の
文
献
で
は
、
後
世
隠
者
と
称
さ
れ
る
人
び
と
を
表
現
す
る
語
と
し
て
用

い
ら
れ
る
も
の
も
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
論
語
』
で
そ
の
よ

う
に
解
す
る
に
は
、
柳
下
意
や
少
連
な
ど
も
同
列
に
あ
る
の
を
見
て
も
困

難
で
あ
る
。
『
孟
子
』
万
章
下
簾
に
柳
下
恵
を
「
遺
秩
而
不
怨
」
と
云
う

が
、
こ
の
「
伏
」
と
同
意
に
解
す
べ
き
で
あ
り
、
朱
子
も
微
子
爵
の
こ
こ

に
「
逸
逮
逸
、
民
者
無
位
之
称
」
と
云
っ
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
な
お
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
明
ら
か
に
し
た
が
、
紙
数
の
都
合

で
こ
こ
に
は
そ
の
詳
細
を
発
表
で
き
な
い
臥

⑤
　
例
え
ば
、
頁
一
九
一
に
「
韓
非
子
の
外
儲
説
に
は
将
軍
と
し
て
葬
ら
れ

た
と
あ
る
か
ら
云
々
」
と
あ
る
が
、
『
韓
非
子
』
本
文
は
、
「
卯
日
、
伯
夷

以
将
軍
葬
於
首
陽
之
下
、
雨
天
下
目
、
夫
以
伯
東
之
賢
、
与
其
称
仁
、
而

以
将
畢
葬
、
是
手
足
不
掩
也
」
と
な
っ
て
い
て
、
将
軍
と
し
て
葬
ら
れ
た

と
い
う
事
実
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
も
し
葬
ら
れ
た
な
ら
ば
と
い
う
仮
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定
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

⑥
　
伯
夷
の
み
云
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
為
其
兄
可
以
兄
弟
」
と
し
、
『
史

記
』
で
、
譲
国
に
よ
り
出
奔
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
は
、
事
に
よ
っ
て

こ
の
よ
う
に
書
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
心
は
肘
の
悪
を
避
け
た
こ
と
か

ら
起
こ
る
の
で
あ
っ
て
、
『
孟
子
』
は
そ
の
心
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
。

⑦
　
『
墨
子
』
尚
賢
中
庸
に
は
、
「
伯
夷
降
典
、
哲
民
維
刑
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
『
尚
書
』
尭
典
に
見
え
る
伯
夷
で
あ
る
が
、
説
話
上
で
こ
れ
と
の
関

連
を
た
ど
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

⑧
　
『
史
記
会
注
考
証
』
引

⑨
　
『
苛
子
』
の
成
相
錆
に
見
え
る
許
由
・
聾
巻
・
下
随
・
牟
光
は
み
な

『
荘
子
』
譲
三
第
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
譲
王
清
の
夷
斉
の
こ
と
も
『
昌

氏
春
秋
』
の
後
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
云
う
。

⑩
　
『
史
記
葉
隠
』
は
「
其
伝
日
」
下
に
、
伝
と
は
『
韓
詩
外
伝
』
・
『
呂
氏

春
秋
』
で
あ
ろ
う
と
云
う
が
、
今
本
『
韓
詩
外
伝
』
で
は
夷
斉
の
こ
と
は

巻
三
に
見
え
て
お
り
、
こ
れ
は
『
孟
子
』
万
章
下
席
の
も
の
と
大
略
同
じ

も
の
で
あ
る
。
唐
代
の
『
韓
詩
外
伝
』
中
に
は
も
っ
と
異
な
っ
た
夷
斉
説

話
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑱
　
『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
の
譲
位
説
話
と
は
直
接
の
関
連
性
は
見
出
せ
な

い
が
、
司
馬
遷
は
こ
れ
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑩
　
『
楚
辞
』
天
問
清
に
、
「
驚
女
釆
薇
、
鹿
何
祐
、
北
至
回
水
、
革
何

喜
、
」
と
あ
り
、
王
逸
注
は
、
「
言
昔
老
有
女
子
釆
薇
菜
、
有
所
驚
師
走
、

因
獲
得
鹿
、
其
家
遂
昌
怯
、
乃
天
祐
之
、
：
…
言
女
子
驚
而
北
走
、
至
於

回
水
之
上
止
両
得
鹿
、
遂
有
繹
喜
也
」
と
す
る
。
し
か
し
朱
子
は
『
楚
辞

『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

集
注
』
に
、
「
此
章
未
詳
、
亦
当
閥
」
と
し
て
い
る
。
一
方
こ
の
句
を
伯

夷
叔
斉
の
説
話
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
立
場
が
あ
る
。
『
文
選
』
巻
五

十
四
の
劉
孝
標
の
弁
命
論
に
、
「
夷
叔
弊
淑
媛
之
言
」
の
一
句
が
あ
り
、

李
聾
注
に
『
古
史
考
』
を
引
い
て
い
る
こ
と
は
本
文
に
述
べ
た
が
、
こ
れ

と
類
似
の
内
容
の
も
の
が
こ
の
他
に
も
あ
る
。
『
路
史
余
論
』
巻
三
に

『
三
秦
記
』
を
引
い
て
、
「
夷
斉
食
準
二
年
、
顔
色
不
変
、
武
王
戒
之
、

不
食
而
死
」
と
あ
る
。
『
璃
玉
集
』
感
応
簾
に
、
『
列
士
伝
』
を
引
い
て
、

「
伯
夷
兄
弟
、
遂
絶
食
七
日
、
天
連
日
鹿
乳
之
」
と
す
る
。
こ
の
他
『
路

史
後
紀
』
巻
四
は
『
類
林
』
の
「
夷
斉
莱
薇
不
食
、
有
自
鹿
乳
之
」
と
す

る
の
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
『
広
博
物
志
』
は
「
夷
斉
餓
於
首
陽
、
白
魔

乳
之
」
と
し
、
『
金
楼
子
」
興
亡
第
に
は
「
伯
夷
叔
斉
餓
於
首
陽
、
依
廉

鹿
以
為
葦
、
叔
斉
起
害
鹿
、
鹿
死
、
伯
夷
義
之
而
死
」
と
見
え
る
。
『
芸

文
類
衆
』
巻
三
十
七
の
魂
の
靡
元
の
弔
夷
斉
に
は
、
「
首
陽
誰
山
、
而
子

匿
之
、
彼
薇
誰
菜
、
而
子
食
之
」
と
云
う
。
夷
斉
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う

な
説
話
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
王
逸
の
注
を
非
と
し
て
『
楚
辞
』
天
問
の

前
引
の
句
は
伯
夷
叔
斉
の
こ
と
を
云
っ
た
も
の
と
す
る
も
の
に
、
毛
奇
齢

（
『
天
問
補
註
』
）
・
丁
曇
（
『
楚
辞
天
問
箋
』
）
・
東
隣
（
『
山
背
閣
楚
辞

注
』
）
な
ど
が
あ
る
。
姜
亮
夫
は
、
夷
斉
の
こ
と
は
古
代
忠
貞
伝
説
の
最

も
す
ぐ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
天
問
に
一
こ
と
も
ふ
れ
な
い
わ
け
は
な
い
と

し
て
、
毛
・
丁
・
藩
氏
ら
の
説
を
是
と
す
る
。
ま
た
開
一
多
は
、
天
問
に

見
え
る
「
驚
女
」
は
「
女
驚
」
の
誤
倒
で
あ
り
、
「
驚
」
は
「
警
」
の
意

で
あ
る
と
し
て
夷
斉
が
薇
を
と
る
の
を
警
め
た
と
解
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
説
が
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
問
の
こ
の
一
句
は

な
お
明
確
に
解
し
き
れ
な
い
。
朱
子
の
云
う
よ
う
に
「
当
開
」
と
す
る
考

一
七
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『
史
記
』
の
伯
夷
・
叔
斉
以
前
（
下
見
）

え
方
を
是
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
、
も
ち
ろ
ん
王
逸
の
云
う
と
こ
ろ

も
、
天
問
の
本
文
の
意
味
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
ど
れ
ほ
ど
の
関
り
が
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
古
史
考
』
の
云
う
説
話
以
下
、
す
べ

て
『
史
記
』
以
後
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
が
妥
当
で
、
こ
れ
を
も
っ
て

か
の
天
問
の
一
句
を
解
す
る
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

⑱
　
た
だ
逆
に
考
え
る
な
ら
、
司
馬
遷
は
衛
国
の
こ
の
よ
う
な
事
歴
に
つ
い

て
「
衛
康
叔
世
家
」
第
七
に
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
左
伝
』
定
公
十
四

年
に
見
え
る
よ
う
な
事
の
経
過
を
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
『
論
語
』

の
こ
の
文
を
こ
れ
と
関
連
づ
け
て
考
え
、
「
呉
太
伯
世
家
」
第
一
の
よ
う

な
話
と
も
関
係
づ
け
て
「
伯
東
列
伝
」
初
の
位
譲
り
の
説
話
が
考
え
出
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
に
も
断
定
す
る
だ
け
の
資
料
は
今
の

と
こ
ろ
見
あ
た
ら
な
い
。

伯
夷
叔
斉
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
多
数
あ
る
が
、
最
近
の
も
の
で

は
、
0
井
上
源
吾
氏
「
儒
家
と
伯
夷
盗
柘
説
話
」
　
（
『
支
那
学
研
究
』
第
十

三
号
）
　
○
森
安
太
郎
氏
「
伯
夷
叔
斉
は
狐
で
あ
る
」
（
『
黄
帝
伝
説
』
古
代

中
国
神
話
の
研
究
）
　
○
安
本
　
博
氏
「
伯
夷
・
叔
斉
に
つ
い
て
」
　
（
『
待

兼
山
論
叢
』
一
一
）
　
○
波
多
野
鹿
之
助
氏
「
伯
夷
列
伝
」
の
構
成
（
『
同
志

社
国
文
学
』
三
）
。
0
王
叔
嶋
氏
『
史
記
斜
謹
』
巻
六
十
一
伯
夷
列
伝

（
『
文
史
哲
学
報
』
第
十
七
期
）
な
ど
が
あ
る
。

（
福
岡
女
子
短
大
）
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The Change of "Po I.Shu Chi (f£J|« fi^)"

Takao Shimomi

"Po I •EShu Chi", We know that they made much of their strong faith

for their life.

The story of "Po I •EShu Chi" was finished by Ssuma Ch'ien (W],F|S)

in "Shih Chi-Po I lieh ch'uan (å f^|t|3'IJfEC)"- We usually understand the

style of this story only by "Po I lieh ch'uan", but this story in "Shih

Chi (3£f£)" is different from that in "Meng tzu (Sl^)", "lu shih ch'un

ch'iu (Sft-^#;)", "Chuang-tzu (QJ-)", etc.

In this paper, I've shown how "Po I •EShu Chi" changed in the author

and back- ground.

Authority of King and Hereditary Peerage of the Ch'u (J£)

Dynasty in the Ch'un ch'in (i^^) period

Fumichika Noma.

In this paper I attempt to investigate the causes how the Ch'u Dynasty

could maintain its great power throughout the Ch'un ch'in period.

I study political institutions, especially, the relations of Authority of

King and Hereditary Peerage of the Ch'u Dynasty, which appear in the

Ts'o ch'uan (fefg).

In conclusion, I say that the Authority of King of the Ch'u Dynasty

adopted traditionally the policy of preventing the Hereditary Peerage

from increasing its power.

The Process of Completion of Hu-tzu Chih-yen (#3-p£flBT)

and Chih-yen I-i (^fljfllii)

Tsunenobu Takahata

Hu-tzu Chih-yen (r^^OU) written by Hu Wu-feng (-^(j2l|!i|) was pub-

lished by Chang Nan-hsien (j^J^ff). Wu-feng dftl) 's pupil. Nan-hsien

(I^ff) imparted Wu-feng (3£($) s studies quite well, although he had

met Wu-feng (2£f$) himself only twice in his life.
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